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一
は
じ
め
に

（
１
）

明
治
四
年
に
松
本
良
順
は
兵
部
省
の
招
請
に
応
じ
軍
医
部
の
創
設
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
松
本
良
順
は
軍
医
部
創
設
に
必
要

（
２
）

な
重
要
施
策
項
目
を
兵
部
省
に
建
議
し
た
が
、
そ
の
項
目
の
一
つ
に
陸
軍
軍
医
学
校
の
設
立
が
含
ま
れ
て
い
た
。

明
治
初
期
の
陸
軍
軍
医
学
校
の
卒
業
生

〔
要
旨
〕
明
治
の
は
じ
め
陸
軍
が
軍
医
部
を
設
置
し
た
時
、
軍
医
学
校
の
建
設
は
軍
医
部
創
設
の
為
の
重
要
事
業
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
本
校
の
目
的
は
軍
医
を
養
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
本
校
の
卒
業
生
に
つ
い
て
調
査

す
る
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
校
の
卒
業
生
名
簿
は
所
在
不
明
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
そ
の
卒
業
生
を
調
査
し
、
次
の
項
目
を
明
ら
か
に
し
た
。
１
・
本
校
の
卒
業
生
は
少
な
く
と
も
三
十
一
名
で
あ

る
。
２
．
卒
業
生
は
西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
に
軍
医
と
し
て
出
征
し
た
。
３
．
卒
業
生
の
大
半
は
生
涯
軍
医
と
し
て
奉

職
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
陸
軍
軍
医
学
校
、
軍
医
生
徒
、
陸
軍
軍
医
学
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業
生
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校
卒
業
生
で
あ
る
。

そ
の
中
に
は
叙
任
辞
令
等
に
関
す
る
記
事
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
日
誌
に
つ
い
て
軍
医
の
叙
任
記
録
を
検
索
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
明
治
某
年
某
月
某
日
陸
軍
軍
医
試
補
申
付
軍
医
生
徒
氏
名
」
と
い
う
形
式
を
持
っ
た
叙
任
記
録
を
数
ヶ
所
で
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
４
）

明
治
七
年
四
月
五
日
瀧
野
盤
半
井
直
道

う
り
）

明
治
七
年
七
月
八
日
杉
山
由
哲
廣
田
静
逸
玉
置
泰
順
渡
邊
嬰
治

（
６
）

明
治
七
年
九
月
十
四
日
竹
内
濤
貞
二
階
堂
順
庵
高
橋
春
庵
田
中
周
甫
加
藤
壽

前
述
の
軍
医
学
校
に
関
す
る
規
則
に
よ
れ
ば
、
軍
医
生
徒
と
は
規
定
の
入
学
試
験
に
合
格
し
た
の
ち
、
軍
医
総
監
よ
り
陸
軍
卿
に
上
申
し
、

（
７
）

そ
の
指
令
を
受
け
て
軍
医
生
徒
に
な
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
公
式
の
身
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
十
一
名
は
明
ら
か
に
軍
医
学

た
し
て
い
た
。

（
３
）

こ
の
陸
軍
軍
医
学
校
の
目
的
は
軍
医
志
願
の
若
者
を
募
集
し
、
身
体
検
査
、
学
科
試
験
の
合
格
者
を
軍
医
生
徒
に
採
用
し
、
普
通
医
学
及

び
軍
陣
医
学
を
教
育
し
て
、
卒
業
し
た
者
を
軍
医
に
採
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
校
の
卒
業
生
名
簿
は
現
在
不
明
で
、
軍
医
学
校
の
成
果
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
研
究
は
卒
業
生
名
簿
の
復
元
及
び
卒
業
生
の
卒
後
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
。

（
一
）陸

軍
省
日
誌
は
明
治
五
年
か
ら
陸
軍
省
が
発
行
し
た
文
書
で
、
官
報
が
発
行
さ
れ
る
明
治
十
六
年
ま
で
陸
軍
に
関
す
る
公
報
の
役
割
を
果

二
軍
医
学
校
卒
業
生
名
簿

陸
軍
省
日
誌
に
つ
い
て
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集
め
て
普
通
医
学
か
ら
教
授
し
た
。

こ
の
生
徒
か
ら
出
身
し
た
者
は
数
人
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
九
年
の
今
日
現
存
し
て
い
る
の
は
、
松
島
玄
景
、
武
谷
水
城
、
長
江
清
人
、

佐
藤
直
次
郎
、
茂
木
政
則
、
脇
尾
端
、
高
田
忠
良
、
立
山
頼
景
、
高
橋
春
庵
等
の
人
々
で
あ
る
。
小
松
軍
医
は
先
月
病
院
船
よ
り
下
り
て
死

亡
し
た
。

三
十
年
一
昔
と
い
う
が
三
十
余
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
今
昔
の
感
が
起
き
る
」

こ
の
旧
事
談
は
明
治
三
十
九
年
に
語
ら
れ
て
い
る
が
、
石
黒
忠
息
が
挙
げ
た
人
物
の
中
に
は
当
時
現
役
軍
医
で
あ
っ
た
者
も
い
る
の
で
、

そ
の
発
言
は
信
頼
性
が
高
く
、
こ
の
氏
名
の
人
達
が
軍
医
学
校
出
身
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

な
お
、
武
谷
水
城
は
軍
医
学
校
卒
業
時
は
尾
石
豊
、
そ
の
後
武
谷
豊
と
名
乗
っ
て
お
り
、
脇
尾
端
は
陸
軍
名
簿
で
は
脇
屋
端
と
な
っ

三
）
陸
軍
衛
生
部
旧
事
談
に
つ
い
て

（
８
）

陸
軍
衛
生
制
度
史
の
付
録
陸
軍
衛
生
部
旧
事
談
の
中
で
、
石
黒
忠
恵
は
軍
医
学
校
出
身
の
軍
医
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
が
陸
軍
衛
生
部
で
は
先
ず
教
育
に
目
を
つ
け
た
か
ら
、
各
兵
科
の
教
育
の
為
の
兵
学
寮
が
置
か
れ
た
頃
に
軍
医
学
舎
を
設
け
、
生
徒
を

多
」
》

芸
ご
泥
心
○

て
い
る
。

（
９
）

明
治
九
年
八
月
十
八
日

任
陸
軍
軍
医
補

陸
軍
軍
医
試
補
申
付

陸
軍
軍
医
試
補
申
付

陸
軍
軍
医
試
補
申
付

｜
で
こ
の
人
達
の
卒
業
年
次
を
確
認
す
る
た
め
陸
軍
省
日
誌
を
再
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
三
個
の
叙
任
記
録
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

松
島
玄
景

長
江
清
人

茂
木
政
則

脇
屋
端
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彼
は
昭
和
十
一
年
陸
軍
一

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

生
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

こ
の
二
個
の
記
録
は
い
ず
れ
も
石
黒
忠
恵
が
指
摘
し
た
軍
医
学
校
卒
業
生
の
氏
名
を
含
ん
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
叙
任
月
日
が
「
明

（
岨
）

治
十
年
三
月
八
日
軍
医
生
徒
の
卒
業
と
共
に
軍
医
学
校
廃
止
を
命
ぜ
ら
る
」
と
い
う
時
期
に
近
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
員
軍
医
学
校
卒
業

明
治
十
年
二
月
西
南
戦
争
が
起
こ
り
、
山
縣
陸
軍
卿
の
指
令
に
よ
り
ま
だ
在
学
中
で
あ
っ
た
我
々
も
出
征
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
予
定
の
卒
業
期
を
繰
り
上
げ
て
臨
時
卒
業
試
験
が
行
わ
れ
、
直
ち
に
軍
医
試
補
即
ち
今
日
の
見
習
医
官
を
申
し
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
時
私
共
と
一
緒
に
卒
業
任
官
致
し
た
者
が
二
十
五
名
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
生
存
し
て
お
り
ま
す
の
は
武
谷
水
城
君
と
私
の
み
で
ご

佐
藤
直
次
郎

に
起
居
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
巴
）

（
三
）
高
田
忠
良
の
懐
旧
談
に
つ
い
て

こ
の
記
録
に
載
っ
て
い
る
人
名
は
す
べ
て
旧
事
談
中
に
あ
る
の
で
、
全
員
軍
医
学
校
出
身
と
考
え
ら
れ
る
。

次
の
二
個
の
記
録
は
「
明
治
某
年
某
月
某
日
陸
軍
軍
医
試
補
申
付
氏
名
」
と
い
う
形
式
の
叙
任
記
録
で
、
そ
の
中
に
石
黒
忠
恵
の
語

っ
た
氏
名
を
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
氏
名
に
は
○
を
付
す
。

「
私
は
明
治
七
年
九
月
通
学
生
と
し
て
軍
医
学
校
に
通
い
、
明
治
八
年
十
月
試
験
に
合
格
し
て
正
式
に
軍
医
生
徒
の
辞
令
を
受
け
、
学
校
内

重
地
為
則
、
浅
井
仁
庵
、
上
野
元
立
、
菊
地
盛
文
、
原
田
信
太
郎
、
森
正
多
郎
、
松
尾
栄
、
河
野
亨
、
中
村
仲
庵
、
○
高
田
忠
良
、
○

（
Ⅲ
）

明
治
十
年
二
月
二
十
四
日

○
尾
石
豊
、
内
山
伸
一
、
野
村
萬
里
、
○
立
山
頼
景
、
○
小
松
運

〆
も
Ⅱ
ｊ
や

明
治
十
年
二
月
二
十
二
日

年
陸
軍
軍
医
学
校
創
立
五
十
周
年
式
典
の
時
、
請
わ
れ
て
明
治
十
年
二
月
彼
が
軍
医
学
校
を
卒
業
し
た
時
の
状
況
を
大
要
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ざ
い
ま
す
。

軍
医
学
校
卒
業
と
同
時
に
『
御
用
こ
れ
あ
り
神
戸
表
へ
差
遣
』
と
い
う
辞
令
を
頂
き
、
品
川
か
ら
船
に
乗
り
神
戸
に
赴
き
ま
し
た
」

こ
の
資
料
は
明
治
十
年
二
月
の
軍
医
学
校
の
卒
業
の
状
況
を
伝
え
る
唯
一
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ｍ
）
（
略
）

卒
業
式
の
翌
二
十
五
日
に
は
、
緒
方
惟
準
も
大
阪
表
差
遣
の
命
を
受
け
て
お
り
、
軍
団
病
院
日
記
抄
に
は
「
二
十
五
日
東
京
に
於
い
て
は
、

緒
方
一
等
軍
医
正
以
下
軍
医
試
補
十
名
を
率
い
て
神
戸
に
出
張
す
べ
き
の
命
を
拝
す
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
軍
団
本
営
大
日
記
（
防

衛
研
究
所
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
十
四
日
軍
医
試
補
に
任
命
さ
れ
た
十
一
名
は
二
月
二
十
八
日
征
討
軍
営
病
院
付
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
高
田
忠
良
の
言
を
裏
づ
け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
高
田
忠
良
は
一
緒
に
卒
業
任
官
し
た
も
の
は
二
十
五
名
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
照
）

明
治
十
年
十
一
月
の
職
員
録
に
よ
る
と
、
軍
医
試
補
の
欄
で
は
一
番
が
上
野
貞
雄
、
次
に
尾
石
豊
等
前
述
し
た
十
六
名
の
氏
名
が
並
び
、

そ
の
次
に
林
田
少
一
郎
と
な
っ
て
い
る
。

通
常
こ
の
よ
う
な
名
簿
で
は
、
同
階
級
の
場
合
先
任
順
に
並
べ
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
十
年
二
月
を
中
心
に
し
て
前
後
数
か
月
間
の

軍
医
試
補
昇
任
者
の
状
況
を
調
査
し
た
。

（
面
）
（
岨
）

そ
の
結
果
、
当
時
の
軍
医
試
補
昇
任
者
は
明
治
九
年
十
一
月
十
三
日
付
上
野
貞
雄
、
同
九
年
十
一
月
十
八
日
付
一
丸
正
親
、
同
十
年
二
月

（
旧
）

二
十
二
日
付
尾
石
豊
外
四
名
、
同
十
年
二
月
二
十
四
日
付
重
地
為
則
外
十
名
、
同
十
年
三
月
十
四
日
付
林
田
少
一
郎
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ

（
釦
）

し
一
丸
正
親
は
十
年
六
月
に
軍
医
補
に
昇
任
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
職
員
録
は
明
治
九
年
十
一
月
十
三
日
付
軍
医
試
補
の
上
野
貞
雄
か
ら
明
治
十
年
三
月
十
四
日
付
軍
医
試
補
の
林
田
少
一
郎
ま

で
の
間
に
軍
医
試
補
を
申
付
け
ら
れ
た
者
は
尾
石
豊
以
下
十
六
名
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
軍
医
学
校
の
繰
り
上
げ
卒
業
生
は
十

六
名
で
あ
る
と
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
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明
治
の
初
期
、
陸
軍
は
当
時
士
官
に
採
用
す
べ
き
適
任
者
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
資
質
の
あ
る
者
を
出
仕
と
い
う
員
外
官
に
採
用
し
、
士

官
の
補
充
要
員
と
し
て
育
成
し
て
い
た
。

（
副
）

明
治
九
年
四
月
二
十
一
日
出
版
の
職
員
録
に
よ
れ
ば
、
陸
軍
省
の
出
仕
官
の
う
ち
、
出
仕
医
官
の
数
は
十
二
等
出
仕
か
ら
十
五
等
出
仕
ま

軍
医
試
補
申
付
十
四
等
出
仕
柳
下
昌
達

同
十
五
等
出
仕
田
中
常
明

同
同
矢
野
利
之

を
皮
切
り
に
出
仕
官
か
ら
続
々
と
軍
医
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

明
治
九
年
四
月
二
十
一
日
仲

で
五
十
六
名
が
数
え
ら
れ
た
。

（
四
）
西
南
戦
争
と
軍
医
補
充

ア
、
出
仕
医
官
を
軍
医
に
採
用
す
る
こ
と
。

イ
、
軍
医
生
徒
を
繰
り
上
げ
卒
業
さ
せ
て
、
軍
医
に
採
用
す
る
こ
と
。

ウ
、
民
間
か
ら
軍
医
を
採
用
す
る
こ
と
。

戦
争
勃
発
に
よ
る
出
仕
医
官
か
ら
軍
医
へ
の
登
用
は
、
陸
軍
省
日
誌
に
よ
れ
ば
、

｛
邸
）

明
治
十
年
三
月
十
八
日

軍
医
試
補
申
付
十
五
等
出
仕
山
崎
桂
策

同
同
遠
山
春
平

（
鋤
）

明
治
十
年
三
月
十
七
日

し
た
が
っ
て
明
治
十
年
二
月
、
西
南
戦
争
が
起
こ
り
、
軍
医
の
増
員
が
必
要
と
な
っ
た
時
、
軍
医
部
は
軍
医
補
充
の
為
に
次
の
手
段
を
と
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軍
医
試
補
申
付
山
内
政
詮

同
有
馬
太
郎

同
山
本
佳
橘

同
笠
島
省
吾

す
な
わ
ち
部
外
者
の
軍
医
採
用
実
施
は
五
月
以
降
で
あ
っ
た
。

前
述
し
た
明
治
十
年
二
月
二
十
二
日
軍
医
試
補
に
任
命
さ
れ
た
五
名
、
二
月
二
十
四
日
任
命
さ
れ
た
十
一
名
の
う
ち
、
尾
石
豊
、
立
山
頼

景
、
小
松
運
、
高
田
忠
良
、
佐
藤
直
次
郎
の
五
名
は
す
で
に
軍
医
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

残
り
の
十
一
名
を
検
討
し
て
み
る
と
、
明
治
九
年
の
職
員
録
出
仕
官
の
欄
に
は
い
ず
れ
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
出
仕
官
で
は
な
い
。

ま
た
、
出
仕
官
は
十
年
三
月
か
ら
軍
医
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
月
採
用
の
十
一
名
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
、
戦
争
に
伴
う
部
外
募
集
に
よ
る
軍
医
は
五
月
頃
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
月
任
命
の
十
一
名
は
該
当
し
な
い
。

以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
二
月
二
十
二
日
、
二
月
二
十
四
日
軍
医
試
補
に
任
命
さ
れ
た
十
六
名
は
全
員
軍
医
生
徒
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

（
別
）

明
治
十
年
五
月
二
十
六
日

軍
医
試
補
申
付

同同

（
お
）

明
治
十
年
五
月
二
十
九
日

こ
れ
に
比
し
外
部
か
ら
の
募
集
は
難
渋
し
、
次
の
よ
う
に
五
月
頃
か
ら
若
干
の
者
が
採
用
さ
れ
た
。

林
徳
門

堀
内
亮
之
輔

松
川
修
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（
五
）
軍
医
学
校
卒
業
生
名
簿

卒
業
生
の
卒
後
勤
務
の
動
態
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
こ
で
卒
後
勤
務
義
務
年
限
履
行
者
数
、
佐
官
昇
任
者
数
、
西
南
戦
争
現
役
出
征
者
数
、
日
清
戦
争
現
役
出
征
者
数
等
を
指
標
に
し
て
、

直
次
郎

松
島
玄
景
、
長
江
清
人
、
茂
木

明
治
十
年
二
月
二
十
二
日
卒
業

尾
石
豊
（
後
に
武
谷
豊
）
、
内

明
治
十
年
二
月
二
十
四
日
卒
業

重
地
為
則
、
浅
井
仁
庵
、
上
野

明
治
七
年
七
月
八
日
卒
業

杉
山
由
哲
、
廣
田
静
逸
、
玉

明
治
七
年
九
月
十
四
日
卒
業

竹
内
濤
貞
、
二
階
堂
順
庵
、

明
治
九
年
八
月
十
八
日
卒
業

瀧
野
盤
、
半
井
直
道

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
軍
医
学
校
卒
業
生
の
数
は
三
十
一
名
で
そ
の
名
簿
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
七
年
四
月
五
日
卒
業

三
卒
後
勤
務
の
動
態 上

野
元
立
、

茂
木
政
則
、
脇
屋
端

玉
置
泰
順
、
渡
邊
嬰
治

内
山
伸
一
、
野
村
萬
里
、
立
山
頼
景
、
小
松
運

高
橋
春
庵
、
田
中
周
甫
、
加
藤
壽

菊
地
盛
文
、
原
田
信
太
郎
、
森
正
多
郎
、
松
尾
栄
、
河
野
享
、
中
村
仲
庵
、
高
田
忠
良
、
佐
藤
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卒
業
生
が
草
創
期
の
軍
医
部
の
任
務
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

（
｜
）
卒
後
勤
務
義
務
年
限
履
行
者
数

（
妬
）

軍
医
学
校
規
則
第
十
二
条
に
よ
れ
ば
、
卒
後
十
年
間
は
必
ず
軍
医
と
し
て
奉
職
す
べ
し
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
三
十
一
名
中
こ
の
規
定
に

触
れ
た
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
九
年
以
降
職
員
録
に
載
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
竹
内
等
が
卒
業
し
た
時
、
学
校
側
が
卒
業
証
書
を
交
付
し
な
か
っ
た
た
め
、
生
徒
が

（
”
）

騒
ぎ
だ
し
、
明
治
八
年
三
月
二
十
九
日
付
、
松
本
順
が
「
其
方
儀
軍
医
生
徒
竹
内
濤
貞
外
四
名
軍
医
学
校
卒
業
す
る
に
当
た
り
先
に
免
状
相

（
配
）

渡
す
べ
き
の
処
其
の
儀
な
く
軍
医
試
補
に
選
挙
す
る
科
に
依
り
謹
慎
十
日
仰
せ
付
け
ら
る
」
と
い
う
処
分
を
受
け
た
事
件
に
か
か
わ
り
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

明
治
前
期
に
は
聯
隊
の
軍
医
長
な
ど
は
二
等
軍
医
正
（
後
の
軍
医
少
佐
）
で
あ
っ
た
の
で
、
佐
官
以
上
の
軍
医
は
陸
軍
軍
医
部
の
要
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
卒
業
生
の
二
等
軍
医
正
以
上
へ
の
昇
任
者
数
を
調
べ
る
こ
と
は
、
其
の
資
質
を
は
か
る
有
力
な
資
料
と
思
わ
れ
る
。

（
”
）

二
等
軍
医
正
へ
の
昇
任
者
氏
名
お
よ
び
昇
任
年
月
日
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

杉
山
由
哲
（
明
治
十
九
年
五
月
二
十
八
日
）
、
松
島
玄
景
（
明
治
二
十
年
十
一
月
十
六
日
）
、
瀧
野
盤
（
明
治
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
）
、
武
谷

（
二
）
佐
官
昇
任
者
数

竹
内
濤
貞
、
田
中
周
甫

渡
邊
竪
治

明
治
十
二
年
以
降
職
員
録
に
載
っ
て
い
な
い
。

結
局
三
十
一
名
中
二
十
六
名
が
義
務
を
履
行
し
た
こ
と
に
な
る
。

明
治
十
一
年
以
降
職
員
録

原
田
信
太
郎
、
半
井
直
道

年
以
降
職
員
録
に
載
っ
て
い
な
い
。
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こ
の
戦
争
は
勇
猛
な
薩
摩
軍
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
た
め
、
官
軍
は
死
傷
者
が
多
く
そ
の
対
応
に
陸
軍
軍
医
部
は
苦
慮
し
、
全
力
を
あ
げ
て

軍
医
を
戦
場
と
な
っ
た
九
州
に
送
り
だ
し
た
。

（
鋤
）

こ
の
戦
争
に
出
征
し
た
軍
医
学
校
卒
業
生
は
次
の
二
十
八
名
で
あ
る
。

瀧
野
盤
、
半
井
直
道
、
杉
山
由
哲
、
廣
田
静
逸
、
渡
邊
竪
治
、
二
階
堂
順
庵
、
高
橋
春
庵
、
加
藤
壽
、
松
島
玄
景
、
長
江
清
人
、
茂
木

政
則
、
脇
屋
端
、
尾
石
豊
、
内
山
伸
一
、
野
村
萬
里
、
立
山
頼
景
、
小
松
運
、
重
地
為
則
、
浅
井
仁
庵
、
上
野
元
立
、
菊
地
盛
文
、
原
田

信
太
郎
、
森
正
多
郎
、
松
尾
栄
、
河
野
亨
、
中
村
仲
庵
、
高
田
忠
良
、
佐
藤
直
次
郎
。

彼
等
の
多
く
は
当
初
軍
団
病
院
等
に
投
入
さ
れ
た
が
、
戦
域
の
拡
大
に
伴
い
、
戦
闘
旅
団
の
軍
医
部
に
配
置
さ
れ
、
九
州
の
山
野
を
踏
破

し
て
第
一
線
の
戦
傷
者
治
療
に
あ
た
っ
た
。

（
皿
）

た
と
え
ば
明
治
十
年
九
月
二
十
四
日
現
在
の
各
旅
団
軍
医
部
所
属
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
旅
団
軍
医
部
武
谷
豊
、
上
野
元
立
、
中
村
仲
庵
、
原
田
信
太
郎

第
二
旅
団
軍
医
部
瀧
野
盤
、
河
野
亨
、
佐
藤
直
次
郎

第
三
旅
団
軍
医
部
野
村
萬
里
、
森
正
多
郎

第
四
旅
団
軍
医
部
重
地
為
則
、
菊
地
盛
文

河
野
亨
（
明
治
三
十
年
一
月
二

（
三
）
西
南
戦
争
現
役
出
征
者
数

豊
（
明
治
二
十
三
年
六
月
六
日
）
、
茂
木
政
則
（
明
治
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日
）
、
加
藤
壽
（
明
治
二
十
六
年
二
月
一
日
）
、
脇
屋
端
（
明
治
二

十
六
年
四
月
六
日
）
、
佐
藤
直
次
郎
（
明
治
一
千
六
年
十
一
月
一
日
）
、
長
江
清
人
（
明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日
）
、
立
山
頼
景
（
明
治
二
十
八

年
一
月
五
日
）
、
森
正
多
郎
（
明
治
二
十
八
年
四
月
十
一
日
）
、
野
村
萬
里
（
明
治
二
十
八
年
五
月
十
五
日
）
、
小
松
運
（
明
治
二
十
八
年
九
月
十
五

日
）
、
高
田
忠
良
（
明
治
二
十
八
年
九
月
十
七
日
）
、
菊
地
盛
文
（
明
治
二
十
九
年
三
月
十
一
日
）
、
松
尾
栄
（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
七
日
且
、

河
野
亨
（
明
治
三
十
年
一
月
二
十
七
日
）



日本医史学雑誌第47巻第2号(2001)
n句行

｡／／

廣
田
静
逸
（
明
治
二
十
二
年
六
［

庵
（
明
治
二
十
六
年
四
月
十
九
日
）

別
動
第
二
旅
団
軍
医
部
廣
田
静
逸
、
浅
井
仁
庵
、
高
田
忠
良

（
四
）
日
清
戦
争
時
現
役
出
征
者
数

日
清
戦
争
の
起
こ
っ
た
明
治
二
十
七
年
ま
で
に
、
軍
医
学
校
卒
業
生
の
う
ち
で
、
前
述
の
軍
医
勤
務
義
務
年
限
不
履
行
五
名
の
外
に
現
役

を
退
い
た
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
児
）

（
物
故
者
五
名
）

（
羽
｝

玉
置
泰
順
（
明
治
九
年
十
月
二
十
四
日
熊
本
に
て
戦
死
）
、

日
死
去
）
、
重
地
為
則
（
明
治
二
十
三
年
十
一
月
一
日
死
去
）
、

し
た
が
っ
て
明
治
二
十
七
年
に
現
役
で
勤
務
し
た
者
は
十
七
名
で
、
国
内
国
外
の
軍
衛
生
機
関
に
勤
務
し
た
。
彼
等
の
主
な
配
置
は
隊
付

軍
医
や
野
戦
病
院
長
な
ど
で
あ
っ
た
。

軍
医
部
長
等
で
活
躍
し
た
。

て
い
る
が
、
多
く
の
卒
業
生
も
同
畔

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
五
）
日
露
戦
争

卒
業
生
の
動
向
を
顧
み
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
等
の
多
く
が
軍
医
を
生
涯
の
職
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

（
妬
）

高
田
忠
良
は
卒
業
時
の
回
顧
談
の
中
で
、
西
南
戦
争
従
軍
の
時
、
新
進
の
軍
医
と
な
っ
て
出
征
し
た
の
で
非
常
に
得
意
で
あ
っ
た
と
述
べ

い
る
が
、
多
く
の
卒
業
生
も
同
様
に
軍
医
学
校
卒
業
生
の
プ
ラ
イ
ド
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
、
永
年
軍
医
と
し
て
職
務
に
励
む
素
因
と
な

（
妬
）

明
治
三
十
七
年
現
役
に
あ
っ
た
者
は
、
長
江
清
人
、
茂
木
政
則
、
武
谷
水
城
（
武
谷
豐
）
、
高
田
忠
良
、
佐
藤
直
次
郎
の
五
名
で
主
に
師
団

（
鈍
）

（
予
備
校
編
入
四
名
）

（
明
治
二
十
二
年
六
月
十
日
）
、
二
階
堂
順
庵
（
明
治
二
十
二
年
六
月
十
日
）
、
浅
井
仁
庵
（
明
治
二
十
四
年
四
月
二
十
二
日
）
、
高
橋
舂

中
村
仲
庵
（
明
治
二
十
年
八
月
十
八
日
死
去
）
、
内
山
伸
一
（
明
治
二
十
一
年
五
月
十
五

杉
山
由
哲
（
明
治
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日
死
去
）
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本
校
は
軍
医
部
草
創
の
時
期
に
あ
っ
て
学
校
を
整
備
し
、
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
軍
医
の
不
足
を
補
い
そ
の
本
務
を
果
た
す
と
と
も
に
、

生
涯
を
軍
医
と
し
て
奉
職
す
る
人
材
を
育
成
し
た
点
に
お
い
て
、
そ
の
存
在
意
義
は
大
き
く
か
つ
異
色
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
本
研
究
に
あ
た
っ
て
職
員
録
及
び
東
京
医
事
新
誌
の
検
索
に
つ
い
て
御
指
導
御
便
宜
を
賜
り
ま
し
た
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
な

ら
び
に
文
献
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
深
瀬
泰
旦
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

明
治
初
期
の
陸
軍
軍
医
学
校
は
存
続
期
間
が
短
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
十
一
名
の
卒
業
生
を
出
し
た
。
こ
の
卒
業
生
の
特
性
は
単
に

軍
医
充
足
困
難
な
時
其
の
不
足
を
埋
め
る
の
に
役
立
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
多
く
が
軍
医
を
生
涯
の
職
と
し
、
平
時
、
戦
時
と
も
職
務

（
抑
）

な
お
、
明
治
二
十
年
に
軍
医
二
階
堂
順
庵
は
「
明
治
二
十
年
第
一
回
仙
台
医
術
開
業
試
験
委
員
」
を
委
嘱
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
卒
業

生
の
部
外
評
価
を
示
唆
す
る
一
例
と
も
考
え
ら
れ
る
。

～、戸、〆一、〆へ

4"&､2,、L文
に
精
励
し
た
こ
と
に
あ
る
。

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
軍
政
規
模
の
小
さ
い
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
卒
業
生
の
過
半
数
が
佐
官
以
上
に
昇
進
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
職
能
が
部
内
で
評
価

四
ま
と
め

献
小
川
鼎
三
・
酒
井
シ
ヅ
『
松
本
順
自
伝
・
長
与
專
斎
自
伝
』
八
一
頁
～
八
三
頁
、
平
凡
社
、
一
九
八
○
。

内
閣
記
録
局
『
法
規
分
類
大
全
第
四
八
」
四
頁
～
五
頁
、
原
書
房
、
東
京
、
一
九
七
七
。

内
閣
官
報
局
『
法
令
全
書
第
六
巻
」
一
二
○
六
頁
～
二
二
四
頁
、
原
書
房
、
東
京
、
一
九
七
五
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
七
年
、
三
○
号
、
八
頁
。
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、
ハ
Ⅱ
Ｕ
一

戸
２
）

陸
軍
省
「
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
七
年
、
五
五
号
、
一
頁
～
二
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
七
年
、
七
二
号
、
三
頁
。

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
」
四
九
頁
、
小
寺
昌
、
東
京
、
一
九
一
三
。

陸
軍
軍
医
団
『
陸
軍
衛
生
制
度
史
付
録
陸
軍
衛
生
部
旧
事
談
」
二
四
頁
、
小
寺
昌
、
東
京
、
一
九
一
三
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
九
年
、
三
七
号
、
六
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
』
明
治
一
○
年
、
八
号
、
二
頁
。

前
掲
（
蛆
）
九
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
一
○
年
、
九
号
、
八
頁
。

高
田
忠
良
『
幸
楽
に
於
け
る
挨
拶
」
「
軍
医
団
雑
誌
』
二
八
三
号
、
一
八
○
二
頁
～
一
八
○
五
頁
、
一
九
三
六
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
一
○
年
、
八
号
、
一
○
頁
。

参
謀
本
部
『
征
西
戦
記
稿
付
録
、
軍
医
病
院
日
記
抄
」
一
頁
、
一
八
八
七
。

『
明
治
初
期
の
官
員
録
職
員
録
」
第
三
巻
、
一
九
八
頁
、
寺
岡
書
房
、
東
京
、
一
九
七
七
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
九
年
、
四
八
号
、
一
○
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
九
年
、
四
九
号
、
九
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
一
○
年
、
一
○
号
、
二
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
二
年
、
八
号
。
一
八
頁
。

前
掲
（
略
）
三
七
頁
～
三
九
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
一
○
年
、
二
号
、
一
八
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
一
○
年
、
一
○
号
、
六
頁
。

陸
軍
省
「
陸
軍
省
日
誌
』
明
治
一
○
年
、
一
七
号
、
一
○
頁
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
二
年
、
七
号
、
一
五
頁
。

前
掲
（
７
）
五
○
頁
。
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鈴
木
要
吾
『
蘭
学
全
盛
時
代
と
藺
晴
の
生
涯
』
二
○
八
頁
、
東
京
医
事
新
誌
局
、
東
京
、
一
九
三
三
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
八
年
、
二
五
号
、
六
頁
。

内
閣
官
房
局
『
官
報
明
治
編
』
龍
渓
害
舎
、
東
京
、
一
九
八
三
。

西
村
文
雄
編
『
明
治
十
年
西
南
戦
役
衛
生
小
史
』
一
六
八
頁
～
一
七
七
頁
、
陸
軍
軍
医
団
、
東
京
、
一
九
一
二

『
新
編
西
南
戦
史
」
八
四
頁
～
一
○
四
頁
、
陸
自
第
八
混
成
団
本
部
、
熊
本
、
一
九
六
二
。

前
掲
（
羽
）
。

陸
軍
省
『
陸
軍
省
日
誌
」
明
治
九
年
、
五
○
号
、
七
頁
。

前
掲
（
羽
）
。

陸
軍
省
『
陸
軍
現
役
将
校
同
相
当
官
実
役
停
年
簿
』
一
九
○
四
。

前
掲
（
過
）
一
八
○
二
頁
～
一
八
○
五
頁
。

官
報
二
三
四
号
、
明
治
二
○
年
四
月
一
四
日
。



GraduatesoftheJapaneseMilitary

MedicalCollegeinEarlyMeiji

YoshiyukiKUROSAWA

WhentheJapanesearmyestablishedArmyMedicalCorpsinearlyMeiji,oneofitsmain

objectiveswastocreateamedicalschoolinordertoturnoutmedicalprofessionalsforthearmed
F

Iorces、

Thefollow-upresearchofitsgraduatesprovidessignificantmaterialforunderstandingits

wholdpicture,however,thelistofgraduatesisnotknown.Nevertheless,thesurveyofits

graduatesmakesclearfollowingpoints;

1．Thenumberofthegraduatesisatleast31.

2.GraduatesparticipatedintheSouthwesternRebellionandtheSino-JapaneseWarasarmyGP.

3.Themajorityofgraduatesservedthearmedforcestotheend.

（
己
寓
）
叩
函
冊
抑
与
恕
柁
禦
朴
忠
幽
骨
、

［
ぬ
め


